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は
じ
め
に

　

古
活
字
本
『
竹
取
物
語
』
の
伝
本
は
、
中
田
剛
直
氏（
１
）の
一
面
行
数
に

よ
る
分
類
に
従
っ
て
大
別
す
る
と
（
括
弧
内
は
、
川
瀬
一
馬
氏（
２
）の

分
類

に
よ
る
呼
称
）、
十
行
甲
本
（
第
一
種
本
）・
乙
本
（
第
三
種
本
）・
丙

本
（
新
種
別
版
＝
第
五
種
本
）
と
十
一
行
甲
本
（
第
二
種
本
）・
乙
本
・

丙
本
（
第
四
種
本
ロ
種
）・
丁
本
（
第
四
種
本
イ
種
）
の
七
種
類
に
分

類
さ
れ
て
い
る（
３
）。

　

古
活
字
本
の
嚆
矢
は
、
慶
長
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
「
竹
取
翁
物
語
秘

本
申
請
興
行
之
者
也
」
と
い
う
奥
書
を
有
す
る
十
行
甲
本
で
あ
る
。
写

本
を
含
め
た
現
存
諸
伝
本
に
、
絶
対
的
優
位
に
位
置
付
け
得
る
本
文
を

有
す
る
伝
本
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
片
桐
洋
一
氏（
４
）は

「
写
本

に
比
べ
、
校
訂
・
改
訂
の
手
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
少
な
」
く
、「
こ

の
本
独
自
の
誤
り
は
他
の
い
ず
れ
の
伝
本
に
比
べ
て
も
少
な
い
と
さ
え

言
い
得
る
」「
本
文
も
ま
た
整
っ
て
い
る
」（
二
○
頁
）
と
指
摘
し
て
い

る
が
、
刊
行
に
際
し
て
、
明
白
な
誤
写
は
校
訂
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

を
、
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

十
行
乙
本
は
、
二
冊
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
川
瀬
氏
が
「
正
保
以
後

の
整
版
本
は
第
三
種
本
（
十
行
乙
本
＝
曽
根
注
）
よ
り
出
て
ゐ
る（

５
）」（
五

○
七
頁
）
と
し
、
中
田
氏
が
「
十
行
甲
本
と
対
比
す
る
と
一
三
七
項
の

異
同
を
有
す
る
が
、
う
ち
六
六
項
は
誤
植
そ
の
他
に
よ
る
異
同
で
、
残

り
七
二
項
が
十
一
行
丙
、
丁
本
も
し
く
は
正
保
版
本
に
継
承
さ
れ
て
ゐ

る
」（
二
一
八
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
正
保
三
年
刊
整
版
本

の
源
流
と
な
っ
た
伝
本
で
あ
る
。
た
だ
、
正
保
整
版
本
が
直
接
に
依
拠

し
た
の
は
、
従
来
有
力
視
さ
れ
て
い
た
十
一
行
丁
本
で
は
な
く
、
十
一

行
丙
本
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る（
６
）。

　

次
に
、
十
一
行
甲
本
は
、
中
田
氏
が
「
細
手
の
小
さ
め
な
活
字
を
使

『
竹
取
物
語
』
古
活
字
十
行
丙
本
の
本
文
に
つ
い
て

　
　

―
紹
巴
本
系
本
文
受
容
の
一
様
相
―

曽　

根　

誠　

一

木　

寺　

裕　

子



四
二

用
し
」
て
お
り
、「
寛
永
頃
の
刊
行
と
古
く
か
ら
い
わ
れ
」
る
が
、
必

ず
し
も
十
行
甲
本
の
「
再
刊
で
は
な
く
し
て
全
く
同
一
系
統
の
別
本
か

ら
出
た
も
の
で
」「
誤
植
そ
の
他
に
よ
る
差
異
も
あ
る
が
顕
著
な
異
同

は
な
い
」（
二
一
六
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

十
一
行
乙
本
は
、
十
行
甲
本
と
「
活
字
も
ほ
ぼ
同
類
で
」
あ
り
、
乙

本
の
転
写
本
三
本
に
記
さ
れ
た
「
刊
記
が
一
致
」
し
て
い
る
こ
と
を
根

拠
に
、「
十
行
甲
本
と
同
様
の
刊
記
が
存
し
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
」（
二

一
六
頁
）
と
し
、「
十
行
甲
本
以
外
の
他
本
文
」
二
八
項
の
内
「
一
六

項
の
異
同
は
す
べ
て
第
二
類
系
統
と
一
致
す
る
」
こ
と
か
ら
、「
十
行

甲
本
を
再
刊
す
る
に
当
り
、
二
類
系
に
よ
り
多
少
本
文
を
任
意
訂
正
し

て
世
に
出
し
た
も
の
で
あ
ら
う
」（
二
一
七
頁
）
と
本
文
の
特
徴
を
指

摘
し
て
い
る
。

　

十
一
行
丙
本
・
丁
本
の
本
文
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、
十
行
乙
本
に
関

連
し
て
既
に
言
及
し
た
の
で
、
繰
り
返
さ
な
い
。
た
だ
、
正
保
整
版
本

の
元
に
な
っ
た
十
行
乙
本
と
十
一
行
丙
本
・
丁
本
が
、
本
文
的
特
徴
を

一
に
す
る
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
く
。

　

こ
う
し
た
古
活
字
本
に
関
す
る
従
来
の
本
文
研
究
を
確
認
す
る
時
、

『
弘
文
荘
古
活
字
版
目
録
』（
昭
和
四
七
年
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
、
天
理

大
学
附
属
天
理
図
書
館
の
所
蔵
に
帰
し
た
十
行
丙
本
に
つ
い
て
は
、
掲

載
写
真
で
確
認
で
き
る
第
一
丁
表
の
十
行
目「
家
へ
も
ち
て
き
た
り
ぬ
」

の
「
た
り
」
を
手
懸
か
り
に
し
て
、
中
田
氏
の
『
校
異
篇
』
で
検
す
る

限
り
で
は
、
第
三
類
本
系
統
第
二
種
本
の
尊
経
閣
文
庫
本
と
の
み
一
致

し
て
い
る
。
尊
経
閣
本
と
の
詳
し
い
比
較
検
討
が
待
た
れ
る
の
だ
が
、

ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
十
行
丙
本
本
文
の
十
行
甲
本
に
対
す
る
異
文
を
、『
校

異
篇
』
所
収
の
他
伝
本
と
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
を
手
懸
か
り
に
し
て
、

丙
本
が
依
拠
し
た
伝
本
を
解
明
し
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
の
際
、『
校

異
篇
』
刊
行
以
後
に
公
開
さ
れ
た
伝
本
を
も
検
討
の
対
象
に
含
め
る
こ

と
に
す
る
。

　

尚
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
古
活
字
十
行
丙
本
の
書
誌
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

一
冊
。
貴
重
書
。
整
理
番
号
九
一
三
・
三
一
・
イ
一
一
。
二
八
・

○
×
一
九
・
四
糎
。
字
高
は
二
二
・
○
糎
。
料
紙
は
楮
紙
。
外
題

は
、
左
上
の
題
簽
に
「
竹
取
物
語　

全
」
と
墨
書
。
表
紙
は
、
紺

色
の
地
に
蓮
の
葉
の
浮
き
彫
り
文
様
。
見
返
し
は
本
文
料
紙
。
一

面
十
行
書
き
。
巻
首
巻
尾
に
遊
紙
は
な
く
、
墨
付
き
四
九
丁
。
巻

末
の
余
白
に
「
月
明
荘
」
の
蔵
書
印
あ
り
。
昭
和
四
七
年
二
月
二

十
日
付
の
楕
円
形
受
け
入
れ
押
印
。
帙
の
左
上
題
簽
に
「
竹
取
物

語
慶
長
元
和
中
刊　

古
活
字
版
十
行
本　

一
冊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
に
は
、「
い
き
い

□
た
ま
へ
る
に
」（
30
丁
裏
８
）「
か
ら
う
し
□
御
心
地
」（
同
裏
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10
、
空
白
に
「
し
」
と
墨
書
し
、
そ
れ
を
ミ
セ
ケ
チ
に
し
て
右
側

に
「
て
」
と
墨
筆
で
傍
記
）「
な
と
か
宮
□
か
へ
を
」（
35
丁
表
５
）

「
の
た
ま
は
ん
こ
と
に
□
か
ん
」（
同
表
10
）「
か
た
は
ら
に
よ
□

へ
く
た
に
」（
37
丁
裏
10
）
の
五
箇
所
で
欠
字
が
見
ら
れ
る
。
こ

れ
は
、
木
活
字
の
摩
滅
に
よ
る
文
字
の
か
す
れ
が
「
な
ん
お
も
ふ

と
い
ふ
」（
５
丁
表
７
）「
こ
の
宮
よ
り
た
ま
は
ら
ん
」（
15
丁
表
６
）

「
と
も
す
れ
は
」（
38
丁
裏
２
）
な
ど
の
よ
う
に
散
見
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
摩
滅
に
よ
る
欠
字
と
判
断
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
一

　

十
行
丙
本
が
、
古
活
字
本
の
嚆
矢
で
あ
る
十
行
甲
本
に
対
し
て
有
す

る
異
文
数
二
四
二
例（
７
）は
、
正
保
整
版
本
の
元
に
な
っ
た
本
文
系
統
を
異

に
す
る
十
行
乙
本
と
十
一
行
丙
本
・
丁
本
を
除
く
と
、十
行
甲
本
と「
同

一
系
統
の
別
本
か
ら
出
た
」
十
一
行
甲
本
の
五
四
例
、
十
行
甲
本
を
再

刊
す
る
に
際
し
て
「
二
類
系
に
よ
り
多
少
本
文
を
任
意
訂
正
」
し
た
十

一
行
乙
本
の
四
二
例
に
比
し
て
、
四
・
五
倍
と
五
・
八
倍
の
数
値
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、十
行
丙
本
が
依
拠
し
た
伝
本
が
、十
一
行
甲
本
・

乙
本
と
は
異
な
る
系
統
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

先
ず
、
十
行
丙
本
が
十
行
甲
本
の
錯
誤
を
訂
正
し
て
い
る
箇
所
で
、

十
一
行
甲
本
・
乙
本
も
同
様
に
訂
正
し
て
い
る
三
例
を
、
先
ず
掲
げ
て

み
た
い
。

　

尚
、
丁
・
行
数
は
十
行
甲
本
に
よ
り
（
以
下
同
じ
）、
上
段
は
同
甲

本
本
文
、
下
段
は
十
行
丙
本
本
文
を
掲
げ
る
。

　

①�

（
７
裏
２
）�

か
く
×
姫
何
か
か
た
か
ら
ん
―
―
か
く
や
ひ
め
な
に

か
か
た
か
ら
ん

　

②
（
９
裏
９
）�

た
く
×
ら
を
入
給
つ
ゝ
―
―
た
く
み
ら
を
入
給
ひ

つ
ゝ

　

③�

（
45
表
１
）�

ゆ
み
失
し
て
い
ら
れ
し
―
―
ゆ
み
や
し
て
い
ら
れ
し

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
議
論
の
余
地
の
な
い
脱
字
と
誤
植
の
事
例
で
あ

り
、
校
訂
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
、
十
行
丙
本
と
十
一
行
甲
本
が
一
致
し
て
、
十
行
甲
本
の
錯
誤

を
訂
正
し
て
い
る
三
例
を
掲
げ
る
。

　

④
（
２
裏
４
）
よ
ひ
ほ
と
へ
て
―
―
よ
ひ
つ
と
へ
て
（
丙
本
・
甲
本
）

　

⑤�

（
30
表
６
）�

あ
ら
た
に
の
せ
す
へ
て
―
―
あ
ら
こ
に
の
せ
す
へ
て

（
丙
本
・
甲
本
）

　

⑥�

（
42
表
７
）�

お
ほ
き
さ
を
お
は
せ
し
を
―
―
お
ほ
き
さ
×
お
は
せ

し
を
（
丙
本
・
甲
本
、
乙
本
「
に
」
）

　

ま
た
、
十
行
丙
本
と
十
一
行
乙
本
が
一
致
し
て
、
十
行
甲
本
の
錯
誤

を
訂
正
し
て
い
る
一
例
を
掲
げ
る
。

　

⑦
（
28
裏
３
）�
な
し
の
用
に
か
あ
ら
ん
―
―
な
に
の
よ
う
に
か
あ
ら



四
四

ん
（
丙
本
・
乙
本
）

　

こ
れ
ら
の
四
例
は
、
十
行
甲
本
の
本
文
で
も
解
釈
で
き
な
く
は
な
い

も
の
の
、
前
後
の
文
脈
を
勘
案
す
る
と
、
誤
植
に
該
当
し
よ
う
。
⑥
に

つ
い
て
は
、
乙
本
が
、
接
続
助
詞
が
「
を
…
…
を
」
と
続
く
不
自
然
さ

を
勘
案
し
て
「
お
ほ
き
さ
に
」
と
意
改
し
た
の
で
あ
ろ
う
（『
校
異
篇
』

収
載
の
二
類
本
に
一
致
す
る
伝
本
は
な
い
）。

　

こ
う
し
た
事
例
は
あ
る
も
の
の
、
十
行
甲
本
の
再
刊
本
で
あ
る
十
一

行
乙
本
で
三
例
、
同
系
統
の
別
本
に
拠
っ
た
十
一
行
甲
本
で
一
例
の
誤

植
が
、
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
七
例
は
、
十
行
丙
本
の
総
異
文
数
二
四
二
例
の
三
％
弱
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
本
文
の
実
態
の
解
明
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二

　

次
に
、
十
行
甲
本
本
文
に
対
す
る
十
行
丙
本
の
異
文
で
、『
校
異
篇
』

に
採
録
さ
れ
た
校
異
の
範
囲
内
で
、
他
の
伝
本
本
文
と
一
致
し
な
い
十

行
丙
本
の
独
自
異
文
を
調
査
す
る
と
、
四
四
例
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き

る
（
古
本
系
統
の
伝
本
は
、
比
校
の
対
象
外
と
し
た
が
、
一
致
す
る
伝

本
名
は
注
記
し
た
）。

　

だ
が
、『
校
異
篇
』
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
六
五
年
か
ら
半
世
紀
が
経

過
し
、
そ
の
間
に
、
有
栖
川
家
に
伝
来
し
た
江
戸
初
期
写
に
か
か
る
高

松
宮
家
本
や
、「
元
亀
元
年
庚
午
正
月
／
臨
江
斎
書
」
と
い
う
奥
書
を

持
つ
伝
紹
巴
筆
本
等
、
注
目
す
べ
き
伝
本
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

そ
の
内
の
高
松
宮
本
と
紹
巴
本
を
検
討
し
た
内
田
順
子
氏（
８
）は

、「
尊

経
閣
本
・
戸
川
本
・
高
松
宮
本
・
紹
巴
本
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
成
し

て
」（
四
九
頁
）
お
り
、「
尊
経
閣
本
と
紹
巴
本
が
直
接
の
関
係
に
あ
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
が
、「
尊
経
閣
本
と
紹
巴
本
の
近
さ
は
顕
著
」

で
あ
り
、「
二
本
の
系
統
が
や
や
特
化
し
て
い
っ
た
」
結
果
で
あ
る
と

し
て
、「
高
松
宮
本
と
戸
川
本
の
本
文
の
方
が
古
い
形
を
残
し
て
い
る
」

（
五
一
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、『
校
異
篇
』
と
の
比
較
に
よ
っ
て
判
明
す
る
十
行
丙
本

の
独
自
異
文
を
、
尊
経
閣
文
庫
本
と
紹
巴
本
の
本
文
と
改
め
て
比
校
し

直
し
て
み
る
と
、
十
行
丙
本
の
独
自
異
文
は
、
次
の
通
り
の
三
六
例
と

な
る
（
上
段
は
十
行
甲
本
本
文
、
下
段
は
丙
本
本
文
を
掲
げ
る
）。

　

①
（
２
表
10
）
い
む
へ
の
あ
き
た
―
―
い
む
人
の
あ
ま
た

　

②
（
８
表
10
）�

か
く
や
姫
あ
や
し
か
り
て
見
れ
は
―
―
（
脱
文
）　

＊
古
本
系
統
の
新
井
本
・
似
閑
本
・
太
氏
本
と
一
致

　

③
（
11
裏
５
）�

か
く
や
姫
の
い
ふ
や
う
―
―
か
く
や
め
ひ
の
い
ふ
や

う

　

④
（
15
表
２
）
庭
に
出
き
た
り
×
×
―
―
庭
に
出
き
た
り
た
り

　

⑤
（
16
表
７
）
×
×
う
な
つ
き
を
り
―
―
う
ち
う
な
つ
け
り
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五

『
竹
取
物
語
』
古
活
字
十
行
丙
本
の
本
文
に
つ
い
て　

―
紹
巴
本
系
本
文
受
容
の
一
様
相
―

　

⑥
（
18
表
３
）�

も
て
ま
う
て
き
な
ま
し
―
―
も
て
ま
う
×
き
な
ま
し

　

⑦
（
18
表
５
）
も
て
渡
り
な
は
×
―
―
も
て
わ
た
り
な
は
て

　

⑧
（
18
裏
２
）�

ま
う
て
き
×
×
た
る
―
―
ま
う
て
き
た
り
た
る

　

⑨
（
19
表
５
）
な
に
×
お
ほ
す
―
―
な
に
の
お
ち
す

　

⑩
（
19
裏
１
）
光
し
さ
ゝ
や
き
た
り
―
―
光
し
さ
ゝ
き
け
り

　

⑪
（
20
裏
７
）�
ま
こ
と
ゝ
う
た
か
ひ
な
く
―
―
ま
こ
と
の
う
た
か
ひ

な
く

　

⑫
（
21
裏
４
）�

か
く
や
姫
に
す
み
給
ふ
と
な
―
―
か
く
や
ひ
め
×
す

み
た
も
ふ
な

　

⑬
（
21
裏
６
）
か
は
ゝ
火
に
く
へ
て
―
―
か
は
ゝ
ひ
に
へ
く
て

　

⑭
（
25
表
５
）�

さ
い
は
ひ
に
神
の
―
―
さ
い
は
ひ
×
神
の　

　

⑮
（
27
表
８
）
玉
の
取
か
た
か
り
し
─
─
た
ま
×
と
り
か
た
か
り
し

　

⑯
（
27
裏
９
）�

を
の
こ
共
も
な
あ
り
き
そ
―
―
お
の
こ
×
も
も
な
あ

り
き
そ

　

⑰
（
29
表
10
）�

あ
な
な
ひ
に
あ
け
す
へ
―
―
あ
な
く
い
に
あ
け
す
へ

　

⑱
（
30
裏
１
）�

人
皆
か
へ
り
ま
う
て
き
×
×
ぬ
―
―
人
々
な
か
へ
り

ま
う
て
き
た
り
ぬ

　

⑲
（
31
裏
２
）
物
も
な
し
と
申
に
―
―
物
×
な
し
と
申
に

　

⑳
（
32
表
４
）�

あ
さ
ま
し
か
り
て
よ
り
て
─
─
浅
ま
し
か
り
て
×
×

×　

＊
古
本
系
統
の
新
井
本
・
似
閑
本
・
太
氏
本
・

友
時
本
と
一
致

　

㉑
（
32
裏
５
）�

ま
り
を
け
る
ふ
る
く
そ
―
―
ま
り
×
け
る
ふ
る
く
そ

　

㉒
（
33
裏
４
）
か
ひ
は
か
く
あ
り
け
る
―
―
ま
つ
か
ひ
は
有
け
る

　

㉓
（
36
表
２
）�

翁
の
×
×
お
ほ
し
た
て
た
ら
ん
―
―
お
き
な
の
手
に

を
ふ
し
た
て
ま
つ
ら
ん

　

㉔
（
36
裏
３
）�

見
奉
ら
て
は
何
に
か
―
―
見
た
て
ま
つ
ら
て
×
な
に

に
か

　

㉕
（
36
裏
10
）�

お
き
な
こ
た
へ
て
い
は
く
―
―
お
き
な
こ
た
へ
×
い

は
く

　

㉖
（
37
表
７
）�

み
や
つ
こ
ま
ろ
か
手
に
う
ま
せ
―
―
み
や
つ
×
ま
ろ

か
×
×
う
ま
せ

　

㉗
（
39
裏
４
）�

た
ゝ
ひ
と
り
す
み
し
給
ふ
×
―
―
た
ゝ
独
住
し
給
ふ

に

　

㉘
（
39
裏
８
）
さ
す
か
に
に
く
か
ら
す
―
―
さ
す
か
に
て
か
ゝ
す

　

㉙
（
39
裏
10
）�

御
心
を
た
か
ひ
に
な
く
さ
め
―
―
御
心
×
×
×
×
に

な
く
さ
め

　

㉚
（
41
表
１
）
思
事
も
な
し
―
―
思
ふ
×
と
も
な
し

　

㉛
（
43
裏
３
）�

此
×
十
五
日
に
な
ん
月
の
―
―
こ
の
月
十
五
日
に
な

ん
月
の

　

㉜
（
44
表
５
）�
家
に
ま
か
り
て
つ
い
ち
の
―
―
×
×
ま
か
り
て
つ
ゐ
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ち
の

　

㉝
（
45
表
７
）
さ
か
ゝ
み
を
と
り
て
―
―
さ
か
ら
み
を
と
り
て

　

㉞
（
45
裏
10
）
い
と
ま
を
申
つ
れ
と
―
―
い
と
ま
を
申
つ
れ
×

　

㉟
（
46
表
２
）�

か
な
し
く
た
へ
か
た
く
─
─
か
な
し
さ
た
へ
か
た
く　

＊
古
本
系
統
全
七
伝
本
と
一
致

　

㊱
（
51
裏
７
）�
み
ね
に
て
す
へ
き
や
う
を
し
へ
さ
せ
給
ふ
御
文
ふ
し

の
く
す
り
の
つ
ほ
な
ら
へ
て
火
を
つ
け
て
も
や
す
へ

き
よ
し
お
ほ
せ
給
ふ
―
―
（
脱
文
）

　

右
の
事
例
は
、
十
行
丙
本
の
組
み
版
時
の
錯
誤
に
基
づ
く
誤
植
に
よ

っ
て
生
じ
た
脱
字
と
、
文
字
の
増
補
や
順
序
の
逆
転
で
あ
り
、
取
る
べ

き
本
文
は
皆
無
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

二
箇
所
の
脱
文
に
つ
い
て
い
え
ば
、②
は
組
み
版
時
に
、直
前
の
「
見

せ
け
れ
は
」
と
脱
文
最
後
の
「
見
れ
は
」
を
錯
覚
し
た
、
目
移
り
に
よ

る
事
例
で
あ
り
、
同
じ
く
脱
文
と
な
っ
て
い
る
古
本
系
統
の
新
井
本
・

似
閑
本
・
太
氏
本
の
何
れ
か
と
の
交
渉
を
想
定
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い

（
⑳
㉟
の
場
合
も
、同
様
で
あ
ろ
う
）。
ま
た
㊱
の
長
文
も
、直
前
の
「
お

ほ
せ
給
ふ
」
と
脱
文
最
後
の
「
お
ほ
せ
給
ふ
」
を
錯
覚
し
た
目
移
り
に

よ
る
事
例
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
㉒
の
麻
呂
足
の
返
歌
の
初
句
「
ま
つ
か
ひ
は
」
は
、

か
ぐ
や
姫
か
ら
の
見
舞
い
の
贈
歌
「
年
を
経
て
浪
立
ち
寄
ら
ぬ
住
の
江

の
ま
つ
か
ひ
な
し
と
聞
く
は
ま
こ
と
か
」
の
第
四
句
「
ま
つ
か
ひ
な
し

と
」
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
相
手
の
和
歌
の
語
句
を
踏
ま
え
て

切
り
返
す
贈
答
歌
の
方
法
に
従
っ
た
結
果
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る

点
で
、
性
格
を
異
に
し
て
お
り
注
意
さ
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
注
目
す
べ
き
は
、『
校
異
篇
』
と
の
照
合
で
は
、
十
行
丙
本

の
独
自
異
文
と
認
定
さ
れ
な
が
ら
、
新
出
伝
本
で
あ
る
紹
巴
本
の
本
文

と
一
致
す
る
事
例
が
、
八
例
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
（
上
段
は
十
行

甲
本
本
文
、
下
段
は
丙
本
本
文
を
掲
げ
る
）。

　

①
（
２
表
６
）
時
も
こ
の
子
を
み
れ
は
く
る
し
き
―
―
（
脱
文
）

　

②
（
３
裏
10
）
わ
ひ
う
た
な
と
―
―
×
×
歌
な
と

　

③
（
13
表
10
）�

二
三
日
は
か
り
見
あ
り
く
に
―
―
二
三
日
は
か
り
×

あ
り
く
に

　

④
（
20
裏
３
）
え
し
ひ
ね
は
理
也
―
―
え
し
か
ね
は
こ
と
は
り
な
り

　

⑤
（
30
表
５
）
人
皆
し
り
そ
き
て
―
―
人
々
な
し
り
そ
き
て

　

⑥
（
30
裏
１
）�

人
皆
か
へ
り
ま
う
て
き
×
×
ぬ
―
―
人
々
な
か
へ
り

ま
う
て
き
た
り
ぬ

　

⑦
（
34
表
１
）�

お
ほ
く
の
人
の
身
を
い
た
つ
ら
―
―
お
ほ
く
の
×
×

身
を
い
た
つ
ら

　

⑧
（
34
裏
８
）�

ナ
シ
―
―
（
衍
字
）
あ
れ
と
い
と
心
は
つ
か
し
け
に

を
ろ
そ
か
×
×
（
紹
巴
本
＝
な
る
）
や
う
に



四
七

『
竹
取
物
語
』
古
活
字
十
行
丙
本
の
本
文
に
つ
い
て　

―
紹
巴
本
系
本
文
受
容
の
一
様
相
―

　

右
の
事
例
は
、
十
行
丙
本
の
脱
字
と
誤
読
に
よ
る
誤
植
・
誤
写
を
基

本
と
し
て
い
る
こ
と
、
独
自
異
文
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
①
の
脱
文

も
、
直
前
の
「
あ
し
く
く
る
し
き
」
と
脱
文
最
後
の
「
み
れ
は
く
る
し

き
」
を
錯
覚
し
た
、
目
移
り
に
よ
る
事
例
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
偶

然
の
一
致
と
い
う
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
⑧
の
衍
字

「
あ
れ
と
い
と
心
は
つ
か
し
け
に
を
ろ
そ
か
×
×
（
紹
巴
本
＝
な
る
）

や
う
に
」
が
一
致
す
る
こ
と
は
通
常
あ
り
得
な
い
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、

十
行
丙
本
は
、
紹
巴
本
系
の
伝
本
に
依
拠
し
て
本
文
を
形
成
し
て
い
る

可
能
性
が
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
三

　

次
に
、
十
行
甲
本
本
文
に
対
す
る
十
行
丙
本
の
異
文
で
、『
校
異
篇
』

に
採
録
さ
れ
た
校
異
の
範
囲
内
で
、
尊
経
閣
本
と
の
み
一
致
す
る
事
例

を
調
査
す
る
と
、
二
八
例
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
紹
巴
本

と
比
校
す
る
と
、
次
の
二
六
例
は
紹
巴
本
と
も
一
致
す
る
三
伝
本
だ
け

の
共
通
異
文
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
（
上
段
は
十
行
甲
本

本
文
、
下
段
は
丙
本
本
文
を
掲
げ
る
）。

　

①
（
６
裏
２
）
よ
く
思
ひ
定
て
―
―
×
×
お
も
ひ
さ
た
め
て

　

②
（
８
裏
８
）
こ
の
歌
の
か
へ
し
を
す
―
―
こ
の
歌
の
返
事
を
す

　

③
（
10
表
６
）
く
る
し
か
り
た
る
さ
ま
―
―
く
る
し
か
り
け
る
さ
ま

　

④
（
15
裏
７
）
お
は
し
ま
す
へ
き
×
×
―
―
お
は
し
ま
す
へ
き
な
り

　

⑤
（
17
表
８
）�

御
し
に
も
や
し
給
ひ
け
ん
―
―
御
し
か
り
も
や
し
給

ひ
け
ん

　

⑥
（
19
表
３
）
も
し
×
か
ね
給
は
ぬ
物
―
―
×
×
こ
か
ね
給
は
ぬ
物

　

⑦
（
19
表
５
）
な
に
×
お
ほ
す
─
─
な
に
の
お
ち
す

　

⑧
（
22
表
３
）
仰
の
こ
と
を
承
て
―
―
仰
の
み
を
う
け
給
は
り
て

　

⑨
（
23
表
３
）�

取
え
て
は
家
に
か
へ
り
く
な
―
―
と
り
え
て
は
×
×

か
へ
り
く
な

　

⑩
（
28
裏
８
）�

子
う
む
と
き
な
む
い
か
て
か
─
─
子
う
む
時
な
ん
い

そ
か

　

⑪
（
29
表
４
）�

つ
は
く
ら
め
×
子
う
ま
さ
ら
む
―
―
つ
は
く
ら
め
か

子
う
ま
さ
ら
ん

　

⑫
（
30
表
３
）�

廿
人
の
人
の
の
ほ
り
て
―
―
廿
人
の
×
×
の
ほ
り
て　

　

⑬
（
30
裏
５
）�

つ
は
く
ら
め
×
子
う
ま
む
―
―
つ
は
く
ら
め
か
子
う

ま
む

　

⑭
（
32
裏
１
）
こ
し
な
ん
う
こ
か
れ
ぬ
―
―
こ
し
な
む
う
こ
か
×
ぬ

　

⑮
（
32
裏
９
）
御
心
ち
も
た
か
ひ
て
―
―
×
心
地
も
た
か
ひ
て

　

⑯
（
36
表
６
）�

御
門
の
お
ほ
せ
給
へ
る
―
―
御
門
×
お
ほ
せ
た
ま
へ

る

　

⑰
（
36
裏
１
）
し
ぬ
は
か
り
也
―
―
し
ぬ
は
か
り
や
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⑱
（
37
表
７
）�

み
や
つ
こ
ま
ろ
か
手
に
う
ま
せ
―
―
み
や
つ
×
ま
ろ

か
×
×
う
ま
せ

　

⑲
（
37
表
10
）�

宮
つ
こ
ま
ろ
か
家
は
山
も
と
―
―
み
や
つ
こ
丸
御
家

は
山
も
と

　

⑳
（
38
裏
３
）�
も
と
の
×
か
た
ち
に
成
ぬ
―
―
も
と
の
御
か
た
ち
に

成
ぬ

　

㉑
（
41
表
８
）�

物
お
ほ
す
事
あ
る
×
へ
し
―
―
も
の
お
ほ
す
事
有
ぬ

へ
し

　

㉒
（
42
裏
１
）�

い
と
た
へ
か
た
け
×
也
―
―
い
と
た
へ
か
た
け
な
ゝ

り

　

㉓
（
45
裏
５
）
程
な
く
ま
か
り
ぬ
へ
き
─
─
程
な
く
ま
か
り
×
へ
き

　

㉔
（
48
裏
２
）�

心
に
も
あ
ら
て
か
く
ま
か
る
―
―
い
に
も
あ
ら
て
か

く
ま
か
る

　

㉕
（
49
裏
９
）
あ
は
て
ぬ
さ
ま
也
─
─
あ
は
て
ぬ
さ
ま
や

　

㉖
（
51
裏
５
）�

い
は
か
さ
と
云
人
を
め
し
て
―
―
い
は
か
さ
と
い
ふ

×
を
め
し
て

　

そ
し
て
、
尊
経
閣
本
と
だ
け
一
致
す
る
の
は
、
次
の
二
例
に
過
ぎ
な

の
で
あ
る
。

　

①
（
１
裏
１
）
家
へ
も
ち
て
き
×
×
ぬ
―
―
家
へ
も
ち
て
き
た
り
ぬ

　

②
（
10
裏
６
）�

え
た
も
ち
て
来
×
×
×
る
―
―
え
た
も
ち
て
き
た
り

た
る

　

こ
の
二
例
は
、
い
ず
れ
も
助
動
詞
「
た
り
」
が
付
加
さ
れ
た
事
例
で

あ
り
、
そ
こ
に
本
文
の
傾
向
を
看
取
す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
が
、
と

も
か
く
一
致
す
る
事
例
が
存
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

　

以
上
の
事
例
か
ら
は
、
尊
経
閣
本
と
紹
巴
本
の
本
文
が
近
似
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
す
る
の
だ
が
、
十
行
丙
本
は
、
尊
経
閣
本
と
紹
巴
本
の

何
れ
の
系
統
の
伝
本
に
依
拠
し
て
本
文
を
形
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
が
新
た
な
課
題
と
し
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
四

　

十
行
甲
本
本
文
に
対
す
る
十
行
丙
本
の
異
文
二
四
二
例
の
内
、
前
節

ま
で
で
七
九
例
に
つ
い
て
、
分
類
整
理
し
て
検
討
を
加
え
た
。
つ
い
て

は
、
残
る
一
六
三
例
に
つ
い
て
、
十
行
丙
本
・
尊
経
閣
本
・
紹
巴
本
の

三
伝
本
間
で
の
異
同
を
確
認
す
る
と
、
他
の
伝
本
と
も
一
致
す
る
三
伝

本
共
通
異
文
一
一
七
例
、
丙
本
・
尊
経
閣
本
共
通
異
文
四
例
、
丙
本
・

紹
巴
本
共
通
異
文
一
一
例
、
三
伝
本
不
一
致
三
一
例
と
な
る
。

　

十
行
丙
本
が
依
拠
し
た
伝
本
系
統
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
尊
経
閣

本
及
び
紹
巴
本
と
の
共
通
異
文
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
先

ず
、
丙
本
と
の
共
通
異
文
数
の
多
い
紹
巴
本
と
の
一
致
例
を
掲
げ
て
み

た
い
（
丁
・
行
数
と
引
用
本
文
は
丙
本
に
よ
り
（
以
下
同
じ
）、
下
の



四
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『
竹
取
物
語
』
古
活
字
十
行
丙
本
の
本
文
に
つ
い
て　

―
紹
巴
本
系
本
文
受
容
の
一
様
相
―

括
弧
内
は
尊
経
閣
本
の
該
当
箇
所
の
本
文
を
記
す
）。

　

①
（
３
表
５
）
そ
の
名
と
も
は
い
し
つ
く
り
の
御
子
（
に
）

　

②
（
７
裏
７
）
大
和
×
国
遠
地
の
こ
ほ
り
（
の
）

　

③
（
13
裏
８
）
ぬ
き
か
へ
な
て
な
ん
こ
ち
ま
う
て
き
つ
る
（
う
）

　

④
（
15
裏
３
）
い
と
や
す
し
と
う
ち
う
な
つ
×
け
り
（
き
）

　

⑤
（
18
表
10
）
な
に
の
お
ち
す
×
×
こ
か
ね
す
こ
し
（
×
い
ま
）

　

⑥
（
19
裏
８
）
え
し
か
ね
は
こ
と
は
り
な
り
（
は
）

　

⑦
（
24
表
３
）�

か
み
は
を
ち
か
ゝ
る
や
う
に
ひ
ら
め
く
か
ゝ
る
に

（
き
）

　

⑧
（
33
裏
４
）�

み
た
て
ま
つ
ら
て
は
い
か
て
×
か
へ
り
ま
い
ら
む

（
か
）

　

⑨
（
41
表
10
）�

×
×
×
×
×
竹
と
り
出
あ
ひ
て
な
く
事
か
き
り
な
し

（
御
つ
か
ひ
に
）

　

⑩
（
42
裏
９
）
ま
つ
い
こ
ろ
し
て
ほ
か
に
さ
ら
×
ん
と
（
さ
）

　

⑪
（
48
裏
２
）�

あ
の
か
き
を
き
し
ふ
み
を
よ
み
×
き
か
せ
け
れ
と

（
て
）

　

右
の
事
例
は
、
②
④
⑦
⑧
⑪
の
五
例
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
で
も
文

意
は
通
り
、
①
③
⑤
の
三
例
は
、
丙
本
・
紹
巴
本
の
共
通
異
文
が
適
切

で
あ
ろ
う
。
⑨
⑩
は
、
尊
経
閣
本
が
適
切
で
、
⑥
は
い
ず
れ
も
採
れ
な

い
。

　

次
に
、
丙
本
と
尊
経
閣
本
と
の
一
致
例
を
掲
げ
て
み
た
い
（
下
の
括

弧
内
は
紹
巴
本
の
該
当
箇
所
の
本
文
を
記
す
）。

　

①
（
２
裏
10
）
物
を
た
に
は
ん
と
て
い
ひ
か
ゝ
れ
と
も
（
く
）

　

②
（
６
表
９
）
人
の
御
う
ら
み
も
あ
る
ま
し
と
い
ふ
（
×
）

　

③
（
18
裏
６
）
こ
か
ね
の
光
し
さ
ゝ
×
き
け
り
（
さ
）

　

④
（
17
裏
４
）
を
の
の
ふ
さ
も
り
ま
う
て
き
て
（
×
）

　

右
の
事
例
中
、
①
は
い
ず
れ
で
も
文
意
は
通
る
が
、
残
る
三
例
は
、

丙
本
・
尊
経
閣
本
の
共
通
異
文
の
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、

紹
巴
本
の
単
純
な
錯
誤
に
よ
る
異
文
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
本
文
の
適
否
に
拘
わ
ら
ず
、
丙
本
本
文
と
一
致
し
て
い

る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
そ
の
数
は
、
第
二
節
で
論
じ
た
紹
巴
本

の
八
例
、
第
三
節
で
論
じ
た
尊
経
閣
本
の
二
例
を
加
え
る
と
、
紹
巴
本

一
九
例
、
尊
経
閣
本
六
例
と
な
る
。
こ
れ
を
有
意
差
と
認
定
で
き
る
の

か
否
か
に
つ
い
て
は
、
判
断
が
分
か
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
尊
経
閣

本
の
六
例
は
少
な
く
、
こ
れ
に
依
拠
し
た
と
は
い
え
ま
い
。
や
は
り
、

十
行
丙
本
が
本
文
形
成
の
際
に
依
拠
し
た
伝
本
は
、『
校
異
編
』
の
検

索
で
判
明
す
る
尊
経
閣
本
で
は
な
く
、
紹
巴
本
で
あ
る
と
判
断
す
る
の

が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



五
〇

　
　
　
　
　
　
　
五

　

次
に
、
十
行
丙
本
本
文
が
依
拠
し
た
伝
本
は
、
紹
巴
本
そ
れ
自
体
な

の
か
否
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　

丙
本
本
文
そ
れ
自
体
に
対
す
る
尊
経
閣
本
の
異
文
数
は
八
一
例
、
紹

巴
本
の
異
文
数
は
七
二
例
を
数
え
、
尊
経
閣
本
と
紹
巴
本
が
一
致
し
な

が
ら
丙
本
だ
け
が
異
な
る
八
例
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
丙
本
に
対
す
る
紹

巴
本
の
異
文
の
内
、
脱
文
と
衍
字
に
注
目
し
て
三
字
以
上
の
紹
巴
本
の

事
例
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
丁
・
行
数
は
紹
巴
本
、
括
弧

内
は
該
当
箇
所
の
丙
本
本
文
）。

　

①�

（
９
表
６
）�

大
と
も
の
×
×
×
×
×
た
つ
の
く
ひ
に
五
色
に
ひ
か

る
た
ま
あ
り
（
大
納
言
に
は
）

　

②�

（
９
裏
６
）�

き
こ
ゆ
る
や
う
に
見
給
へ
とは

×
×
×
御
子
た
ち
上
達

部
申
聞
て
（
い
へ
は
）

　

③�

（
16
裏
３
）�

あ
る
と
き
は
な
み
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
か
せ
に
つ
け
て
（
あ
れ
つ
ゝ
う
み

の
そ
こ
に
も
い
り
ぬ
へ
く
有
と
き
は
）

　

④�

（
19
裏
５
）�

山
の
め
く
り
を
さ
し
め
く
り
を
さ
し
め
く
ら
し
て
二

三
日
は
か
り
（
衍
字
・
ナ
シ
）

　

⑤�

（
32
裏
１
）�

屋
の
う
へ
に
は
い
と
を
×
×
×
色
々
ふ
か
せ
て
（
そ

め
て
）

　

⑥�

（
46
裏
１
）�

ふ
さ
こ
う
け
給
り
て
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
し
や
う
し
い
れ
て
あ
へ
り
（
ま
か
れ
り
竹

と
り
の
家
に
か
し
こ
ま
り
て
）

　

⑦�

（
47
裏
６
）�

見
た
て
ま
つ
ら
て
は
い
か
て
×
×
×
ま
い
ら
む
（
か

へ
り
）

　

⑧�

（
64
表
４
）�

手
に
ち
か
ら
も
ち
か
ら
も
な
く
な
り
て
な
え
か
か
り

た
り
（
衍
字
・
ナ
シ
）

　

以
上
の
八
例
は
、
脱
文
六
例
と
衍
字
二
例
で
あ
る
。
前
節
ま
で
で
指

摘
し
た
丙
本
と
紹
巴
本
共
通
の
三
字
以
上
の
脱
文
と
衍
字
の
事
例
を
再

掲
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

・
時
も
こ
の
子
を
み
れ
は
く
る
し
き
（
脱
文
）

　

・�

あ
れ
と
い
と
心
は
つ
か
し
け
に
を
ろ
そ
か
×
×（
紹
巴
本
＝
な
る
）

や
う
に
（
衍
字
）

　

・�

×
×
×
×
×
竹
と
り
出
あ
ひ
て
な
く
事
か
き
り
な
し
（
御
つ
か
ひ

に
）

　

こ
の
共
通
す
る
異
文
三
例
と
、
紹
巴
本
独
自
の
脱
文
・
衍
字
の
八
例

を
勘
案
す
る
時
、
丙
本
が
紹
巴
本
そ
れ
自
体
に
依
拠
し
て
本
文
を
形
成

し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
共
通
す
る
脱
文
と
衍
字
の
事
例
が
も
う
少
し
多

く
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
十
行
丙
本
は
紹
巴
本
そ

れ
自
体
に
依
拠
し
た
の
で
は
な
く
、
脱
文
と
衍
字
が
少
な
い
伝
本
に
依



五
一

『
竹
取
物
語
』
古
活
字
十
行
丙
本
の
本
文
に
つ
い
て　

―
紹
巴
本
系
本
文
受
容
の
一
様
相
―

拠
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
紹
巴
本
系
の
一
伝
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　

尚
、
念
の
た
め
に
、
丙
本
に
対
す
る
尊
経
閣
本
の
異
文
の
内
、
三
字

以
上
の
脱
文
と
衍
字
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
丁
・
行
数
は

尊
経
閣
本
、
括
弧
内
は
該
当
箇
所
の
丙
本
本
文
）。

　

①�

五
人
の
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
（
人
々

も
よ
き
事
な
り
と
い
へ
は
お
き
な
い
り
て
云
）（
７
表
１
）

　

②�

い
と
し
の
ひ
て
と
の
た
ま
は
せ
て
人
も
あ
ま
た
い
て
×
×
×
ま
さ

す
（
お
は
し
）（
９
裏
５
）

　

③�

あ
や
し
く
×
×
×
×
×
め
て
た
き
も
の
に
も
と
申（
う
る
は
し
く
）

（
12
表
６
）

　

④�

か
く
や
ひ
め
か
は
き
ぬ
を
見
て
×
×
×
う
る
は
し
き
か
は
な
め
り

（
い
は
く
）（
20
裏
８
）

　

⑤�

大
し
ん
こ
れ
を
見
給
ひ
て
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
あ
な
う
れ
し
と
よ
ろ
こ
ひ
て
（
か
ほ
は
草
の
葉
の
色
に
て

居
給
へ
り
か
く
や
ひ
め
は
）（
22
表
３
）

　

⑥�

あ
し
く
さ
く
れ
は
な
き
な
り
と
は
ら
た
ち
て
た
ち
て
た
れ
は
か
り

お
ほ
え
む
に
（
衍
字
・
ナ
シ
）（
32
裏
６
）

　

⑦�

た
く
ひ
な
く
め
て
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
お
は
し
ま
さ
ん
と
す
る
に
（
た
く
お
ほ
え
さ
せ
給
ひ
て
ゆ
る

さ
し
と
す
と
て
ゐ
て
）（
39
表
８
）

　

⑧�

た
ち
か
へ
る
へ
く
も
お
ほ
さ
れ
×
×
×
×
と
さ
り
と
て
夜
を
あ
か

し
給
ふ
へ
き
に
（
さ
り
け
れ
）（
40
裏
５
）

　

こ
れ
ら
八
例
の
異
文
は
、
十
行
丙
本
に
は
ま
っ
た
く
継
承
さ
れ
て
お

ら
ず
、
こ
の
こ
と
も
、
丙
本
が
依
拠
し
た
伝
本
が
尊
経
閣
本
で
は
な
か

っ
た
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

注（
１
）
中
田
剛
直
氏
『
竹
取
物
語
の
研
究　

校
異
篇
解
説
篇
』（
塙
書
房　

昭
和
四
○
年
六
月
）。
本
稿
中
の
中
田
氏
の
引
用
は
、
特
記
な
き

限
り
、
す
べ
て
該
本
に
よ
る
。

（
２
）
川
瀬
一
馬
氏
『
増
補
古
活
字
版
の
研
究
』
上
巻
（
昭
和
四
二
年

一
二
月
）五
○
七
・
八
八
五
頁
。
初
版
は
昭
和
一
二
年
一
○
月
。
尚
、

八
八
五
頁
の
「
第
四
種
本
ロ
種　

天
理
図
書
館
蔵
」
は
、
十
一
行

乙
本
す
な
わ
ち
「
新
種
本
」
の
錯
誤
。
中
田
氏
（
１
）
前
掲
書
は
、

新
宮
春
三
氏
本
を
十
一
行
乙
本
に
分
類
す
る
。

（
３
）
同
一
伝
本
内
の
字
母
や
行
替
え
の
相
違
等
、
微
細
な
差
異
に
よ

る
異
版
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
正
保
三
年
刊
整
版
本
『
竹

取
物
語
』
本
文
の
成
立
―
依
拠
し
た
古
活
字
本
の
検
討
」（『
花
園

大
学
日
本
文
学
論
究
』
第
７
号　

二
○
一
四
年
一
二
月
）
付
載
の



五
二

「
古
活
字
本
『
竹
取
物
語
』
現
存
伝
本
・
一
覧
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　

尚
、
思
文
閣
『
善
本
特
集
』（
平
成
二
三
年
七
月
）
掲
載
の
古

活
字
本
は
、
そ
の
後
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
と
な
り
、
十
一

行
丁
本
の
異
版
で
あ
る
こ
と
が
、
全
格
や
二
格
の
字
母
及
び
字
形

の
相
違
か
ら
判
明
し
た
。

（
４
）
片
桐
洋
一
氏
「『
竹
取
翁
物
語
』
に
つ
い
て
」（
版
本
文
庫
８　

国
書
刊
行
会　

昭
和
四
九
年
一
一
月
）

（
５
）
川
瀬
氏
（
２
）
前
掲
書

（
６
）
拙
稿
（
３
）
前
掲
論
文

（
７
）
異
文
を
認
定
す
る
基
準
と
し
て
、「
は
」
と
「
わ
」、「
ほ
」
と
「
お
」

「
を
」、「
ち
」
と
「
し
」
等
の
発
音
が
同
音
に
な
る
場
合
の
仮
名

遣
い
の
相
違
と
、
活
用
語
尾
を
記
さ
な
い
漢
字
表
記
の
用
言
の
読

み
方
の
相
違
は
、
取
ら
な
か
っ
た
。

（
８
）
内
田
順
子
氏
「『
竹
取
物
語
』
の
諸
本
を
見
直
す
―
尊
経
閣
本
を

中
心
に
」（『
国
語
国
文
』　

二
○
一
四
年
六
月
）

　

付
記�　

本
稿
は
、
木
寺
裕
子
が
二
○
一
五
年
度
卒
業
論
文
で
、
曽
根

の
指
導
の
下
、
古
活
字
十
行
丙
本
の
異
文
を
中
田
剛
直
氏
『
竹

取
物
語
の
研
究　

校
異
篇
解
説
篇
』
を
用
い
て
調
査
し
、
独
自

異
文
の
殆
ど
が
尊
経
閣
文
庫
本
と
一
致
す
る
こ
と
を
解
明
し
た
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
曽
根
が
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の

尊
経
閣
文
庫
本
紙
焼
写
真
を
閲
覧
し
て
全
文
を
調
査
し
、
更
に

新
出
の
紹
巴
本
本
文
と
も
比
校
す
る
こ
と
で
、
十
行
丙
本
が
依

拠
し
た
伝
本
は
、
木
寺
の
指
摘
す
る
尊
経
閣
文
庫
本
で
は
な
く
、

紹
巴
本
系
統
の
伝
本
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

木
寺
の
結
論
と
は
相
違
す
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
そ
の
卒
業

論
文
が
本
論
執
筆
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
木
寺
と
の
共

著
と
し
た
。
事
情
を
記
し
て
お
く
。

　

末
筆
な
が
ら
、
御
所
蔵
の
古
活
字
十
行
丙
本
の
閲
覧
と
複
写

を
御
許
可
い
た
だ
い
た
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
と
、
国
文

学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
紙
焼
き
写
真
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
尊
経
閣
文
庫
に
対
し
て
、
深
謝
申
し
上
げ
る
。

（
そ
ね
・
せ
い
い
ち
／
本
学
日
本
文
学
科
教
授
）

（
き
で
ら
・
ゆ
う
こ
／
本
学
二
○
一
五
年
度
卒
業
生
）


